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１．研究計画の概要 

本研究は、中高齢期の医療・保健・福祉領
域における「予防」志向の強まりの内実と社
会的意義（功罪）、さらに、その志向が中高
年期（何らかの疾病・障害を得て生きる時期
を含む）の人びとの生や、その支援に関わる
人々に対してもたらす影響について、社会学
的視点・方法を用いて明らかにしていく。具
体的には以下の(1)(2)を行う。(1)医療・保
健・福祉領域全般において、近年とみに強調
されている「予防」という発想が、政策化・
実践化されていく際の論理とその内実（そし
て予想される結果）を、医療社会学や社会理
論の枠組みを参照しつつ、具体的な対象領域
を記述・分析する（マクロ社会学的な分析）。
対象は、来年度より各健康保険者に義務付け
られる特定健康診断・健康指導の動きと、認
知症介護において強調される地域のMCI
（Mild Cognitive Impairment軽度認知障害）
予防の動き、の二領域である。  
(2)上述の実践が、どのような問題性と可能
性を有しているのかを、「予防」が語られ導
入される社会的コンテクストとの関連で明
らかにする。具体的には、いのちや健康とい
う価値と強く結びつけて予防が語られた長
野県の佐久総合病院の活動と、予防や症状の
遅延、およびその先にある新しい薬の開発が
生きる上での「希望」として語られる若年認
知症の人と家族、および彼／彼女らを支援す
る専門職の実践を、フィールドワークやイン
タビューなどの質的方法を用いて考察する（
個別事例を通した分析）。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまでの研究では、主に若年認知症の人
へのケアに取り組んでいるデイサービスへ

のフィールドワークに基づいて、認知症ケア
における予防志向の強まりや、医療の役割の
強調と「本人中心のケア」と言われるような
認知症ケアの理念との関係について考察を
行ってきた。予防志向が、ケア現場における
実践に与える影響としてはたとえば以下の
ようなことが見出された。現場において、予
防を重視することは、家族や認知症の本人に
とって、なるべくなら避けたい認知症という
状態に抵抗する手段を獲得できるという当
事者にとって重要な意味を持っているが、同
時に、認知症の進行という避け得ない現実か
らすると、逆に衰えを受け容れることが難し
くなるという困難を生み出すという面が見
られる。現場のケアの専門職は、以上のよう
な予防志向の持つ功罪についてある程度ま
では認識しており、そこで生まれる困難を緩
和するために様々な工夫を行っている。 
 こうしたミクロな現場でのフィールドワ
ークと同時に、認知症領域を中心に、現在の
高齢者政策や認知症ケア実践における予防
志向がどういった思想や制度に結実してい
るのかを考察した。その考察においては、予
防への志向が認知症の人や高齢者の社会へ
の包摂に繋がっている一方で、その追求は衰
えていくということを承認する社会を作っ
ていく上で困難を生み出すということを明
らかにした。 
 以上のような研究を中核に、ケア研究全体
における本研究課題の意義や位置づけを明
らかにするといったことにも取り組んでき
た。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
 資料収集をだいたい終え、研究成果の報告



についてもコンスタントに行いえているた
めである。最終年度は当初予定通り、収集し
た資料をもとに成果報告をしていくことが
中心となる。 
 ただし、当初研究計画に書いた内容と照ら
し合わせると、特定健診における健康指導と
いう対象や、佐久病院の事例に関してはほと
んど手つかずとなっている。これは研究の遅
れとも言えるが、本研究の主旨はこれらの対
象そのものを明らかにすることにあるとい
うよりは、こうしたいくつかの対象を通じて、
現代社会における予防実践という潮流の現
れ方を見ることにある。そうした目的に照ら
し合わせた時、研究の途上において、認知症
ケア領域を中心に見ていくことが戦略的に
妥当であると考えたため、現行の研究の進め
方となっている。そうした点からも現在の進
行状況はおおむね順調であると判断してい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本研究課題は対象を認知症に限らず保健

医療福祉全般における「予防」に注目した実
践として当初設定していたが、若年認知症に
おける予防実践に関する研究が最もアクセ
スしやすいことと、昨年末から認知症ケアに
おける予防という考え方の展開を見ること
のできる重要資料（ＮＨＫアーカイブスの映
像）にアクセスできることになったため、認
知症領域を中心に、マクロな予防志向の強ま
りと、現場におけるケアや相互行為のあり様
との関連を見ていくというところに主眼を
置いて進めていく予定である。こうした推進
方針の修正は、必ずしも研究の縮小ではなく、
具体的な領域におけるモノグラフを突き詰
めることで、今後の保健医療福祉の他領域の
考察にも資することを目指した選択である。 
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